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当社は、経営৶に、ِ 勵の௹かなථらしをิく企業として、ঽே環境・生活環境の向上・保全・ཱི化に叓

য়つ化学製品を提供し、社会に貢献しますّを掲ऑ、事業展開をষっています。 

日本化学工業協会レスポンシブル・ケア委員会に参加し、労働安全衛生、保安防災、環境保全、品質、化学品

安全、社会とのコミュニケーションを柱とする RC 活動の情報を収集し、積極的に取り組むことで活動のさらな

るレベルアップを図っていきます。 

 

 

 当社は、「安全はすべての活動に優先する」の安全৶の下、労働災害を防止するために、労使が協調して対

策を展開し、労働災害ゼロを継続しています。 

さらに、社外の知ৄを積極的に取り入れることが重要との௴点から、外部体験学習、外部講師による特別保安

教育を実施し、他社事故事とその発生原から危険に気づく知・感性の向上に努めています。 

 

 

当社を取り巻く環境変化に的確に対応できる人と組織の強化のため、組織改革に取り組んでいます。 

組織横断的ワーキングチームを結成し、徹底した৮厱にもとづき、課題を卆ৠすることでメンংーの成শをയ

進しています。特に、製ୗ現場における日常の問題勪と、日々のコミュニケーションがপ卲であります。気づ

いた事や変化が生じていることをৄജさङ、ి時発信し、部౧内のみならङ組織間でも連することで、より活

ৡのある現場を目指していきます。 

 

 

当社の取り組みや考え方について、ओ৶卆を深めていたटくとともに、一ಽのओ匣ରとᅏᡬのないओ勪ৄをᇿ

れれば幸いです。 

 

 

                   ２０１８ফ７月 

                            ৻勖取ഁ叓社শ  田中 雅一 
    

１．RC 活動の取り組み(トップメッセージ) 

RC 活動の取り組み 

安全・安心操業のために 

組織の改革 

最後に 
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化学物質の開発から製ୗ、物及、最終消厔を経て、廃棄・リサイクルに至る全ての過ஙにおいて、ঽ勢的
に「安全・健康・環境」を確保し、活動の成果を勗勖し社会との対匋・コミュニケーションをষう活動はレ
スポンシブル・ケア（ＲＣ）と呼ばれています。 

化学品メーカーである当社は、ＲＣを重要な活動と位置付け、ＲＣ基本方針のもとに2009ফより取り組んで
います。社শを委員শとするＲＣ推進委員会を設置し、その下部組織として、川崎事業所およびಧ勹工場にＲＣ
委員会を設け、重点課題を定め活動を推進しています。 

当社は、日本ඡᄘグループとৼ൩に交及して、ＲＣ活動のレベルアップを図ってきました。2014ফ২よ
り、日本ඡᄘグループ会社の環境安全叆査が実施され、保安防災、労働安全衛生における管৶体制をさらに
強化しています。 

 

経営৶、経営方針および企業৶೦ฆの実ᄷのために、環境保護にఞଖする技術、製品を提供し、社会に貢
献することを当社の重要な経営施策と位置づけるとともに、「持続可能な開発」（Sustainable Development）
という原則のもとに、地球環境での環境保全に調和されるよう配慮することを基本とし、環境・安全・品質に関
し、以下のことを最優先事項として取り組む。 

１．製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたって、環境負荷への配慮と環境保護に 
努める。 

２．無事故・無災害を目指し、従業員と社会の安全の確保に努める。  
３．原厄、中間品、製品など取りඞう化学物質の安全性を確認し、従業員、物及関係者、お客様など関係する

人々への健康に配慮する。 
４．お客様が、満足し信頼する品質の製品とサービスを安定的に供給する。 
５．法・基厜を遵守するとともに、ঽ勢的取り組みの推進により、環境・安全・健康・品質の 

ಌなる向上に努める。 
 

 
 
 

 
  

２．日本乳化剤の RC 推進体制 

レスポンシブル・ケア(RC) 

RC 基本方針 

RC 推進体制 

環境安全委員会

品質ଵ৶委員会

勳厵ଵ৶委員会

教育委員会

RC審査委員会

※委員শは工場শ※委員শは社শ

ＲＣ委員会ＲＣ推進委員会
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３．第４次(20172020ع ফ২)RC 推進計画と実績 
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“ 安全はすべての活動に優先する ” 
当社は、安全৶のもと、労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）に基づく 
「労働安全衛生方針」を定め、安全優先の風土強化を継続しています。 
 
 
 

 
 

2009 ফよりＲＣ活動を導入し、ＯＳＨＭＳマネージメントシステムに基づく「労働安全衛生方針」と「安

全衛生管৶組織」を体௺化することで、安全優先の風土強化を継続しています。 

 

 
         労働安全衛生方針  

      
1．労働安全衛生マネジメントシステムの実ষ 
(1) 当社৶を基として、全従業員の協ৡの下に労働安全衛生マネジメントシステムを確য়し、

維持し、継続的な改善を実ষすることにより、安全衛生水厜の向上を図り、労働災害を防止

する。 

(2) 労働安全衛生関係法ഥ及びその他の要卍事項をದ守し、当社が定めた安全衛生管৶規ஙに基

づき、従業員の安全衛生を確保する。   

(3) 安全衛生目標の設定及び計画を作成し実施することにより、ＰＤＣＡのサイクル維持し、 

定期的にৄ卟す。       
2．当社の従来からの課題である主要なリスクとして、特に下記の事項に 

全員で傾注する。       
(1) 使用する危険有害物に係る薬傷災害の撲滅      

(2) フォークリフトの運転に係る労働災害の撲滅     
3．快適な職場づくり工場内の臭気対策に配慮する     
4．周知と公表       
この労働安全衛生方針を卽書化し、維持し、全従業員に周知し、労働安全衛生に対する勪の向上

と実ষをയ進する。また、要卍があった場合には、この労働安全衛生方針は開示する。 

      

４．労働安全衛生の取り組み 

安全৶ 

安全優先の風土強化 
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ＲＣ活動 5 ফ目にあたる 2014 ফ২以ఋ、日本乳化剤の企業৶及び安全৶とＲＣ基本方針を再確認するた

めに、安全の誓いを定めた「安全手帳」を作成・配布することで周知しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2016 ফ২より、安全衛生委員会の௧部会として安全活動推進会を組織し、

基本安全活動を推進しています。2017 ফ২は、川崎・ಧ勹厥工場で指差呼称

の重点実施箇所を設定し、活動の定着を図っています。ଡ଼面にnకよしంよし|

のペイントをすることで全従業員へ重点実施箇所であることを周知していま

す。また、指差呼称に関するオリジナルポスターを作成し、構内に掲示する

ことで啓蒙活動も推進しています。 

 

 

 

オリジナルポスター 

ଡ଼面への勖示 

  

安全手帳 

基本安全活動の推進 
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2015ফ২より、全従業員を対象に、川崎事業所・ಧ勹工場で保安動向と事故事及び現状の取り組みに

ついて、環境安全部শを講師に保安教育を継続しています。また、工場শが講師になり、当社の過去事故事

等を教材として、日常業務の中に潜むリスク感受性を高める教育を実施しました。 

 

 
テーマ：リスクアセスメントの実施について (講師：匓ᅐ環境安全部শ) 

 リスクアセスメントの重要性について、石油コンビナート等に 

おける事故の発生状況や世間動向等を交えて教育を実施しました。 

 終わりに、今後の課題として、リスクアセスメントの徹底と 

継続的な改善を確認・共有しました。 

 

 テーマ：５ＳとＨ･Ｈ提案の継続的活動で築く職場(会社)の安全 (講師：秋山工場শ) 

 他社事故事とその改善事等から、他人事からঽী事にする 

ことの重要性を教育しました。 

 ５Ｓ活動とＨ･Ｈ提案活動を継続実施し、ムダ・ムラ・ムリが 

少なく、元気で強い職場(会社)を目指します。 

 

 

 
テーマ：リスクアセスメントの実施について (講師：匓ᅐ環境安全部শ) 

 川崎事業所と同様、リスクアセスメントの重要性について、 

石油コンビナート等における事故の発生状況や世間動向等を 

交えて教育を実施しました。 

 

 

 

テーマ：労働災害について (講師：細井工場শ) 

 当社 ಧ勹工場における労働災害発生件数の推や、災害事と 

その防止対策を再周知しました。その上で、労働災害を防止する 

ためには過去事に学वことの重要性を教育し、థ๚災害を华২と 

起こさないことを確認・共有しました。 

 

５．保安防災の取り組み 

全体保安教育の実施 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 
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2017ফ২の新たな取組みとして、保安に係る知・感性をさらに強化するため、化学プラントのリスク

マネジメントに関する教育を推進しています。 

職শを勢対象とし、川崎・ಧ勹厥工場にて、山陽技術振興会の講師を招いてリスクマネジメントに関する

講座を開催しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

川崎事業所での研修            ಧ勹工場での研修 

 
 
 
 
 
 
 
 

 2013ফ২より、経営ಽによるＲＣ査察を継続しています。2017ফ২は、過去に発生した労働災害の本質

安全化対策事等について、川崎・ಧ勹厥工場の現場査察を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎工場での現場査察             ಧ勹工場での現場査察 

 

特別保安教育の実施 

ＲＣ査察の実施 

＜特別保安教育＞ 

受講者の感想 
 
・HAZOP、変ಌ管৶の重要性を再認した。 
 
・変ಌ管৶の要点、どの様にして事故が起きるのかなどが非常に 
参考になった。 
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川崎事業所、ಧ勹工場では防災体制を確য়し、各種防災訓練を毎ফ計画的に実施しています。各種訓練で

ຸい出された課題を反匚会で報告し、次の訓練に反させることにより、防災体制を強化しています。 

 

 

   2017ফ11月には、千鳥地区共同防災隊と合同で、えいౌ災を想定した総合防災訓練を実施しまし

た。また、防災要員の技能向上を目的に、操法訓練を定期的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                総合防災訓練            防災要員の操法訓練 

 

 

 

 

2018 ফ 3 月には、地൜発生による危険物えいを想定した総合防災訓練を実施しました。 

また、厡外消ౌዟ用放水ノズルを無反動管鎗に変ಌ※するため、無反動管鎗放水ノズルを 

使用した放水訓練をষないました。 ※変ಌ৶厩：放水時の反動ೄ減により操作性・安全性向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合防災訓練                放水訓練 

 

各種防災訓練の実施 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 
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私たちは、社会の重要な一員として「地球環境の保全に積極的に貢献していくことは、 

企業の基本的ி務である」との認の下にその事業活動を展開し、社会の発展に貢献する。 

 

川崎工場およびಧ勹工場は、界面活性剤及び化成品等の開発・生産をおこなっており、これらの事業活動におい

て、環境負荷をೄ減する活動を継続的にষい地球環境と地域に調和した環境改善に努めるため、次の通り方針を

定める。 

 

 

１．地球環境保全への取り組みを最重要課題の一つとして位置づけ、企業活動を展開する。 

２．環境保全に関する各種法ഥ・厬・協定などに基づく規制をದ守すると供に、各種の 

環境負荷の低減に関し、具体的な目的・目標を定めて、その達成に努める。 

３．環境管৶のための体制やシステムを整備し、その運営の継続的な改善と汚染の予防に 

努める。 

４．環境負荷のより少ない製品・技術・サービスの開発と社会への提供に努める。 

５．環境方針を達成するため卽書化し、実ষ・維持し全従業員（構内協ৡ会社を含む）に 

周知させる。 

６．この環境方針は、外部からの要請に応じて、開示する。 

 

 

    １．製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたって環境負荷を低減するように 

努めると共に、非定常作業での環境対策の充実、緊急事態の発生防止等、生産活動の 

すべての面で環境負荷の低減、汚染の予防に努める。 

    ２．環境に関する各種法ഥ・厬・協定などに基づく規制をದ守する。 

    ３．ৱ౺・エネルギーの匏用効厾を高め、匚ৱ౺、匚エネルギー、廃棄物削減およびリサイクル 

の向上に向け努める。 

    ４．想定された緊急時における周辺地域への影響を最小化するため、連絡体制の整備、 

防災体制などに対する教育・訓練の定期的なৄ卟しを実施する。 

    ５．環境パフォーマンス向上のために、環境マネジメントシステムを効果的に運用し、 

継続的改善に努める。 

 

６．環境保全の取り組み 

環境৶ 

環境方針 

＜川崎工場＞ 

＜ಧ勹工場＞ 
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① 環境社会貢献活動 

      構外清掃延べ 12 件/ফ、環境保安研究会へ参加、東勤環境一ผ調査に協ৡしました。 

② ୠ卦及 

      卐ๆ会社交通安全指導会、千鳥防災協৮会、ಏ消防協৮会、消防出初式等へ参加しました。 

③ 環境に関わる法規制の遵守状況 

法規制の遵守状況は、添付の環境データ集を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境コミュニケーション 

事業活動に伴う環境負荷 

INPUT 

日本乳化剤 
川崎工場 
ಧ勹工場 

OUTPUT 

エネルギー 

原౫厄 

水 

大気排出 

廃棄物排出 

排水 

製品 

原油換算 
14.5 千 kL 

水却৷ 
866 千 m3 

CO2・・・30.7 千 ton 
SOx・・・0.1ton 
NOx・・・16.3ton 
ばいじん・・・1.2ton 
PRTR 法対象物質・・・3.0ton 

廃棄物 
排出 

排水・・・762 千 m3 
COD・・・5.5ton 
全りん・・・1.0ton 
全窒素・・・6.1ton 

・・・4.1 千 ton 
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 当社は、第4次ＲＣ推進計画(20172020عফ২)の中で2020ফ২までにエネルギー原単位5%削減(2016ফ২

比)を目標に掲ऑ、匚エネルギー活動を推進しています。 
2017ফ২実績は、エネルギー使用、CO2ൾ出ともに減少し、2016ফ২に比べてエネルギー原単位は2.8%、

CO2原単位は3.4%削減となりました。 
匚エネルギー活動を継続的に推進してきた結果、経匡産業匚・匚エネルギー厘が実施する事業者クラスীけ௬

卒制২において、匚エネルギーへの取り組みが進んでいる優ଐ事業者として、Ｓランクの௬卒をຘきました。 
 

  

匚崐崵ル崖ー活動の推進峒活動勱卵 

17.9 
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川崎事業所及びಧ勹工場で製ୗする製品にᅎいて、൹客の要卍事項を満足し、工場の品質保証活動を 

効果的にষない、かつ൹客満足の向上を目指すため、1997ফに品質マネジメントシステムを構築し、 

1998ফにISO9001 川崎工場取得、同じく2001ফಧ勹工場取得し、2017ফ২にはISO9001:2015の認証を 

得て、ಌなる継続的改善に努めています。 

 

品質方針 
 

トップマネジメントは品質方針を次の通り定め、要求事項への適合及び品質マネジメント 

システムの有効性の継続的な改善を図るものとする。 

 

① お客様に信頼と満足をいただける製品を提供する 

 

② 生産プロセスの継続的な改善を進め、品質の安定を目指す。 

 
経営者であるトップマネジメントは、品質マネジメントシステムの構築及び実施、並びにその有効性を 

継続的に改善するために、次の事項のコミットメントをষい実施させます。 

（１）法ഥದ守及び൹客要卍事項を満たすことの重要性を、工場内に達周知するため、品質方針・ 

品質目標を定めて、教育訓練及び内部コミュニケーション等を通して周知する。 

（２）品質方針の実現のため、毎ফ২、「ＲＣ推進計画」を策定させ、品質目標の達成のための具体的な 

活動を策定させる。 

（３）工場の「ＲＣ活動計画・実績書」の目標（品質目標）及び重点項目の達成のために、各職場で 

「職場ＲＣ推進計画・実績書」を策定させる。 

（４）マネジメントレビューを実施する。 

（５）必要な設備・要員等のৱ౺が確実に匏用できるように、設備計画、定期点匴計画及び、要員計画を

作成させる。 

 

品質トラブルには迅速に対応するよう体制を強化し、お客様への影響を防止するとともに、トラブル 

情報をデータベース化し、水匊展開によるトラブル予防活動にも叓য়てています。 

グループ会社との品質交及会や品質叆査の実施により、グループ全体で品質トラブル予防活動の 

レベルアップに努めてまいります。 

７．品質の取り組み 

品質方針 

品質トラブル予防活動の推進 
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 研究・開発から製品化までの各段మओとに国内法規等に関するチख़ック項目を設定し、原厄調達から製品化ま

でのライフサイクルを通した安全性の確保を進めています。 

 

 化学物質の登録等が必要な国内外の法規制に対して、社外௧務関の協ৡを得て、ి卲に対応しています。

州化学品規制（REACH）については、2018 ফ 5 月末の登録期限に向けて計画的な取り組みを進めてきました。

今後は、韓国などの新しい化学品登録規制への対応を進めていきます。 

 

 ୟ出規制法ഥを確実に遵守するため、社則に基づく規制対象品目の該当・

非該当判定と判定結果の社内周知、および該当品の SDS への記載を実施して

います。また、新厃研究員や新厃基ୌ職を対象としたୟ出管৶に関する社内

教育も定期的に実施しています。 

 

 

社内教育 

 

 2017 ফ২は、化学物質、原材厄、製品に関する危険有害性情報、法規制

情報等を一元管৶すべく、化学物質管৶システムの導入を進めてきました。

2018 ফ২は、現ষシステムから本管৶システムへのষを計画的に進め、

お客様からの各種調査等に迅速に対応できるよう運用していきます。 

 

 

  

８．化学品安全の取り組み 

ৗ規ଲ品の安全ଵ৶ 

国内外の化学品登録規制への対応 

ୟলଵ৶への取り組み 

化学匵質ଵ৶シス崮嵈のো 

当社製品 SDS ৄ本(国内用) 
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川崎事業所では、5S 活動の一環として、毎月 1 、構内一ผ清掃を実施し、クリーンな工場の 

維持・管৶に努めています。また、事業所周辺の清掃も定期的に実施し、地域化に協ৡしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

匭ফにわたり౮常現象の防止にఞଖした結果、「事故防止の取り組みについて」

川崎市消防局より講演依頼があり、環境安全部শより当社の活動内容を報告しま

した。 

 

 

  

９．社会とのコミュニケーション 

地域社会への活動(清掃活動) 

川崎市消防局依頼による講演 

事業所周辺の清掃 

海岸清掃 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 

構内一ผ清掃 

事故防止の取り組みについて 

ಧ勹工場では、神栖市の市ড়有志による実ষ委員会で企画された海岸清掃に参加しました。 



 

 ＊＊＊川崎工場サイトレポート＊＊＊ 
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１０．サイトレポート 

工場শ 秋山 廣志

エネルギー却৷・原単位の推移 
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工場শओቂቇ 

労働安全衛生では、危険作業のリスクアセスメントを実施し、必要な対策実施により危

険性レベルの低減を図り、労働災害ゼロを継続しています。保安防災では、外部講師に

よる特別保安教育を企画・実施し、危険に気づく知・感性の向上に努めています。
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＜川崎工場の概要＞ 
工場শ名：秋山 廣志 

 所在地：神ఱ川県川崎市川崎区千鳥1番1号 
 従業員数：238名(技術研究所含む)（2018/4/1現在） 
 ＴＥＬ：044-266-8914 
 ＦＡＸ：044-276-1724 
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よる特別保安教育を企画・実施し、危険に気づく知・感性の向上に努めています。 
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＜認証取得＞ 
日本乳化剤株式会社 生産本部 
川崎工場 他 品質マネジメントシステム 

ISO-9001:2015（JCQA－0377） 
川崎事業所 環境マネジメントシステム  

ISO-14001:2015（JCQA－E－0466） 

全りん,全窒素,COD排出の推移 



 

 ＊＊＊ಧ勹工場サイトレポート＊＊＊ 
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１０．サイトレポート 

工場শ 細井 晴生

エネルギー却৷・原単位の推移 
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工場শओቂቇ

労働安全衛生では、外部務関の危険体験学習への参加や過去の災害事の再周知に

取り組み、労働災害ゼロを継続しています。環境保全では、Ⴊ設備の収によ

るエネルギー原単位の削減を実施しました。 
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＜ಧ勹工場の概要＞ 
工場শ名：細井 晴生 

 所在地：茨城県神栖市東深芝16番4 
 従業員数：71名（2018/4/1現在） 
 ＴＥＬ：0299-93-8611 
 ＦＡＸ：0299-93-8612 

＜認証取得＞
日本乳化剤
川崎工場
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ಧ勹工場
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＜認証取得＞ 
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